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日替わり部分 

八調経 巻１ 

４ 調 
 

 

 

常に変わらない枠組みとなる 

 
の楽譜の 

 

４調マークの箇所に挿入して組み立てる 
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スボタ晩 課 
【首唱(103)聖詠】「我が霊や」、【大連祷】 

【カフィズマ】第一段「悪人の謀」歌う、 

【小連祷】 

４調  

「主や、爾によぶ」 主日 第４調 

 

句、
わ

我が
たましい

靈 を
ひとや

獄より
ひ

引き
いだ

出して、
われ

我に
なんじ

爾の
な

名を
さんえい

讚榮せしめ
たま

給へ。 

ハリストス
かみ

神よ、
われら

我等
た

絶えず
なんじ

爾が
いのち

生命を
ほどこ

施す
じゅうじか

十字架に
ふくはい

伏拜して、
なんじ

爾が
みっかめ

三日目の
ふっかつ

復活を
さんえい

讚榮す。
けだし

蓋
ぜんのう

全能

の
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
これ

此を
もっ

以て
ひと

人の
く

朽ちたる
せい

性を
あらた

新にして、
われら

我等に
また

復
てん

天に
のぼ

升るを
たま

賜へり、
ひとり

獨
じんじ

仁慈にして
ひと

人を
あい

愛す

る
しゅ

主なればなり。 

句、
なんじ

爾
おん

恩を
われ

我に
たま

賜はん
とき

時、
ぎじん

義人は
われ

我を
めぐ

環らん。 
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾は
あまん

甘じて
じゅうじか

十字架の
き

木に
てい

釘せられて、
き

木の
いましめ

誡 を
おか

犯しし
ばつ

罰を
と

解けり、
ゆうのうしゃ

有能者よ、
じごく

地獄に
くだ

降り

て、
かみ

神として
し

死の
なわめ

縛を
た

斷ち
たま

給へり。
ゆえ

故に
われら

我等
なんじ

爾が
し

死よりの
ふっかつ

復活に
ふくはい

伏拜して、
よろこ

歡びて
よ

呼ぶ、
ぜんのう

全能の
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 
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句、
しゅ

主よ、
われ

我
ふか

深き
ところ

處より
なんじ

爾に
よ

呼ぶ。
しゅ

主よ、
わ

我が
こえ

聲を
き

聽き
たま

給へ。 
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
じごく

地獄の
もん

門を
やぶ

破り、
なんじ

爾の
し

死を
もっ

以て
し

死の
くに

國を
ほろぼ

滅し、
じんるい

人類を
きゅうかい

朽壞より
と

釋きて、
せかい

世界に
せいめい

生命と
ふきゅう

不朽

と
おおい

大なる
あわれみ

憐 とを
たま

賜へり。●以下適宜省略されることが多い 

   又 
スティヒラ

讚頌、アナトリイの作。 

句、
ねが

願はくは
なんじ

爾の
みみ

耳は
わ

我が
いのり

祷の
こえ

聲を
き

聽き
い

納れん。 
ひとびと

人人よ、
きた

來りて、
きゅうせいしゅ

救世主の
みっかめ

三日目の
ふっかつ

復活を
うた

歌はん。
われら

我等
これ

此に
よ

因りて
じごく

地獄の
と

釋き
がた

難き
なわめ

縛より
のが

脱れ、
みな

皆
ふきゅう

不朽

と
せいめい

生命とを
う

受けて
よ

呼ぶ、
じゅうじか

十字架に
てい

釘せられ、
ほうむ

瘞られて、
ふっかつ

復活せし
ひとり

獨
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主よ、
なんじ

爾の
ふっかつ

復活を
もっ

以て
われら

我等

を
すく

救ひ
たま

給へ。 

句、
しゅ

主よ、
も

若し
なんじ

爾
ふほう

不法を
ただ

糾さば、
しゅ

主よ、
たれ

孰か
よ

能く
た

立たん。
しか

然れども
なんじ

爾に
ゆるし

赦あり、
ひと

人の
なんじ

爾の
まえ

前に
つつし

敬ま

ん
ため

爲なり。 
きゅうせいしゅ

救世主よ、
しょてんし

諸天使
およ

及び
ひとびと

人人は
なんじ

爾の
みっかめ

三日目の
ふっかつ

復活を
うた

歌ふ。
これ

此に
よ

因りて
ち

地の
はて

極は
てら

照され、
われら

我等
みな

皆
てき

敵の
どれい

奴隷よ

り
のが

脱れて
よ

呼ぶ、
いのち

生を
ほどこ

施す
ぜんのう

全能の
きゅうせいしゅ

救世主、
ひとり

獨
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主よ、
なんじ

爾の
ふっかつ

復活を
もっ

以て
われら

我等を
すく

救ひ
たま

給へ。 

句、
われ

我
しゅ

主を
のぞ

望み、
わ

我が
たましい

靈
しゅ

主を
のぞ

望み、
われ

我
かれ

彼の
ことば

言を
たの

恃む。 

ハリストス
かみ

神よ、
なんじ

爾は
あかがね

銅 の
もん

門を
やぶ

破り、
はしら

柱を
くじ

折きて、
つみ

罪に
おちい

陷りし
じんるい

人類を
ふっかつ

復活せしめ
たま

給へり。
ゆえ

故に
われら

我等
こえ

聲

を
あわ

合せて
うた

歌ふ、
し

死より
ふっかつ

復活せし
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 

句、
わ

我が
たましい

靈
しゅ

主を
ま

待つこと、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待ち、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待つより
はなはだ

甚 し。 
しゅ

主よ、
なんじ

爾が
ちち

父より
うま

生るることは
とし

年歳なくして
えいきゅう

永久なり、
どうていじょ

童貞女より
み

身を
と

取ることは
ひとびと

人人の
ため

爲に
はか

測り
がた

難く
い

言ひ
がた

難し、
じごく

地獄に
くだ

降ることは
あくま

惡魔
およ

及び
その

其
つかい

使
ら

等の
ため

爲に
おそ

懼るべし。
けだし

蓋
なんじ

爾は
し

死を
ふ

踐みて、
みっかめ

三日目に
ふっかつ

復活して、
ひとびと

人人に
ふきゅう

不朽と
おおい

大なる
あわれみ

憐 とを
たま

賜へり。 

又生神女の
スティヒラ

讚頌、アモレイのパワェルの作。第八調。 

句、
ねが

願はくはイズライリは
しゅ

主を
たの

恃まん、
けだし

蓋
あわれみ

憐 は
しゅ

主にあり、
おおい

大なる
あがない

贖 も
かれ

彼にあり、 
かれ

彼はイズライリを
その

其
ことごと

悉 くの
ふほう

不法より
あがな

贖はん。 
じゅんけつ

純潔なる
しょうしんじょ

生神女よ、
なんじ

爾の
ち

血より
み

身を
と

取りし
ばんゆう

萬有の
かみ

神は
なんじ

爾を
しんじゃ

信者の
ため

爲には
おおい

帲幪、
かんなん

患難
きゅうはく

急迫に
あ

在る
もの

者の
ため

爲

には
てんたつ

轉達
およ

及び
ふじょしゃ

扶助者、
あらし

颶風に
あ

遇ふ
もの

者の
ため

爲には
おだやか

穩 なる
みなと

港と
あらわ

顯し
たま

給へり。
ゆえ

故に
なんじ

爾
およそ

凡そ
なんじ

爾の
しんせい

神聖なる
おおい

帲幪

の
した

下に
はし

趨り
つ

附く
もの

者を
もろもろ

諸 の
うれい

憂愁
およ

及び
もだえ

煩悶より
すく

救ひ
たま

給へ。 

句、
ばんみん

萬民よ、
しゅ

主を
ほ

讚め
あ

揚げよ、
ばんぞく

萬族よ、
かれ

彼を
あが

崇め
ほ

讚めよ。 
しふく

至福なる
じょさい

女宰よ、
われ

我
なんじ

爾の
しんせい

神聖なる
な

名を
つね

常に
とうと

尊みて
あが

崇め、
つつし

敬み
ほ

讚めて
うた

歌はん。
いの

祈る、
なんじ

爾の
おおい

帲幪の
した

下に
はし

趨

り
つ

附く
われ

我を
しょてき

諸敵の
よろこび

悦 と
な

爲さずして、
なんじ

爾の
とうと

尊き
きとう

祈祷の
つばさ

翼を
もっ

以て
つね

常に
われ

我を
ことごと

悉 くの
いざない

誘惑より
そこな

損はれざる
もの

者として
まも

護り
たま

給へ。 

句、
けだし

蓋
かれ

彼が
われら

我等に
ほどこ

施す
あわれみ

憐 は
おおい

大なり、
しゅ

主の
しんじつ

眞實は
なが

永く
そん

存す。 
しじょう

至淨なる
かみ

神の
はは

母よ、
よろこ

慶べ、
しんじゃ

信者の
たのみ

倚頼よ、
よろこ

慶べ、
せかい

世界の
きよめ

潔淨よ、
よろこ

慶べ、
なんじ

爾の
しょぼく

諸僕を
もろもろ

諸 の
うれい

憂愁より
のが

脱

れしむる
もの

者よ、
よろこ

慶べ、
し

死を
ほろぼ

滅して
せいかつ

生活を
あた

與ふる
もの

者よ、
よろこ

慶べ、
なぐさ

慰むる
もの

者よ、
よろこ

慶べ、
てんたつしゃ

轉達者よ、
よろこ

慶べ、
かくれが

避所よ、
よろこ

慶べ。 
 
 
【生神女ドグマティク】 
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◇【聖にして福たる】 →通常部分（P6「聖にして福たる」へ戻る 

 

【スボタのポロキメン】（６調）第９２聖詠１―５ 

重連祷 

誦経「主や我等を守り」 

増連祷 

（増連祷が終わったら） 
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４調 挿句のスティヒラ 

挿句に主日の讃頌、第４調。 
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
じゅうじか

十字架に
のぼ

上りて、
わ

我が
げんそ

原祖よりの
のろい

詛を
ほろぼ

滅し、
じごく

地獄に
くだ

下りて、
よよ

世世の
とりこ

俘囚を
と

釋き、
じんるい

人類に
ふきゅう

不朽

を
たま

賜へり。
ゆえ

故に
われら

我等
うた

歌ひて、
いのち

生命と
すくい

救とを
ほどこ

施す
なんじ

爾の
ふっかつ

復活を
あが

崇め
ほ

讚む。 

   又 
スティヒラ

讚頌 

句、
しゅ

主は
おう

王たり、
かれ

彼は
いげん

威嚴を
き

衣たり。 

ひとり

獨
ゆうのう

有能なる
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
き

木に
か

懸けられて、
ことごと

悉 くの
ぞうぶつ

造物を
ふる

震はせ、
はか

墓に
い

入れられて、
はか

墓に
お

居る
もの

者を
ふっかつ

復活せ

しめて、
じんるい

人類に
ふきゅう

不朽と
せいめい

生命とを
たま

賜へり。
ゆえ

故に
われら

我等
うた

歌ひて
なんじ

爾の
みっかめ

三日目の
ふっかつ

復活を
あが

崇め
ほ

讚む。 

句、
ゆえ

故に
せかい

世界は
けんご

堅固にして
うご

動かざらん。 

ハリストスよ、
ふほう

不法の
たみ

民は
おん

恩
しゅ

主に
たい

對して
おん

恩を
し

知らざる
もの

者と
あらわ

顯れて、
なんじ

爾をピラトに
わた

解して、
じゅうじか

十字架に
てい

釘せ

ん
ため

爲に
さだ

定めたり。
ただ

惟
なんじ

爾は
あまん

甘じて
ほうむり

葬 を
しの

忍び、
かみ

神として
おのれ

己の
けん

權を
もっ

以て
みっかめ

三日目に
ふっかつ

復活して、
われら

我等に
おわり

終なき

いのち

生命と
おおい

大なる
あわれみ

憐 とを
たま

賜へり。 

句、
しゅ

主よ、
せいとく

聖徳は
なんじ

爾の
いえ

家に
ぞく

屬して
えいえん

永遠に
いた

至らん。 

おんなたち

女等は
なみだ

涙を
なが

流し
はか

墓に
いた

至りて、
なんじ

爾を
たず

尋ねしに、
え

得ずして、
なげ

歎き
な

泣きて
よ

呼びて
い

曰へり、
かな

哀しい
かな

哉
わ

我が
きゅうせいしゅ

救世主、

ばんゆう

萬有の
おう

王よ、
なんじ

爾
いかん

如何ぞ
ぬす

竊まれたる、
なん

何の
ところ

處か
なんじ

爾の
いのち

生を
ほどこ

施す
み

身を
かく

隠す。
てんし

天使は
かれ

彼
ら

等に
こた

對へて
い

曰へり、
な

泣

く
なか

勿れ、
ゆ

徃きて
つた

傳へよ、
しゅ

主は
ふっかつ

復活して
われら

我等に
よろこび

喜 を
たま

賜へり、
ひとり

獨
じんじ

仁慈の
しゅ

主なればなり。 

   光榮、今も、生神女讚詞。 

いた

至りて
きず

玷なき
もの

者よ、
なんじ

爾の
しょぼく

諸僕の
きとう

祈祷を
かえり

顧みて、
た

堪へ
がた

難き
こうげき

攻撃を
われら

我等より
しりぞ

退け、
もろもろ

諸 の
うれい

憂苦を
われら

我等より
とお

遠

ざけ
たま

給へ、
われら

我等は
なんじ

爾を
ひとつ

一の
けんご

堅固なる
たの

恃むべき
いかり

錨として
たも

有ち、 
なんじ

爾の
てんたつ

轉達を
え

得たればなり。
じょさい

女宰よ、
ねが

願はくは
われら

我等
なんじ

爾を
よ

呼ぶ
もの

者は
はじ

耻を
こうむ

蒙らざらん、
すみやか

遄 に
わ

我が
せつ

切なる
いのり

祈

を
かな

應へ
たま

給へ、
けだし

蓋
われら

我等
ちゅうしん

中心より
なんじ

爾に
よ

籲ぶ、
じょさい

女宰、
しゅうじん

衆人の
たすけ

佑助と、
よろこび

歡喜と、
おおい

庇護と、
われら

我等の
たましい

靈 の
すくい

拯救な

る
もの

者よ、
よろこ

慶べ。 

 

→通常部分 P10「シメオンの祝文」へ戻る 

「聖三祝文」「至聖三者」「天主経」 

司祭 
けだし

蓋国と権能と光栄は爾父と子と聖神°に帰す、今も
いつ

何時も世世に、 
（詠） 「アミン」 

「生神童貞女や、慶べよ」 

「願わくは主の名は崇めほめられ･･･・」 
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早 課 

【六段の聖詠】【大連祷】に続いて 

＜●カフィズマ、セダレンは省略＞ 

４調 主は神なり、主日トロパリ  
主は神なり我等を照せり、主の名に依りて来る者は崇め讃めらる、 

（第１句） 主を尊み讃めよ、彼は仁慈にして其憐は世世にあればなり、 

（第２句） 彼等我を囲み我を環れども、我主の名を以て之を敗れり、 

（第３句） 我死せず、猶生きて主の行ふ所を伝へん、 

（第４句） 工師が棄てし所の石は屋隅の首石となれり、是主のなす所にして我等の目に奇異なりとす、 

 

→通常部分 P14 【ポリエレイ】「主の名を讃め揚げよ」 

＜ポリエレイ後のセダレン、ネポロチニ省略＞ 
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【復活のエフロギタリア】「主や爾は崇め讃める」 

【小連祷】【アンティフォン】４調 

 

 

４調【アンティフォン】 

○品第詞、第４調。第一倡和詞。（毎句復唱す。） 

 
わ

我が
いとけな

幼 き
とき

時より
おお

多くの
よく

慾は
われ

我を
せ

攻む、
わ

吾が
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾
みずか

親ら
われ

我を
まも

守りて
すく

救ひ
たま

給へ。 

シオンを
にく

惡む
もの

者は
しゅ

主より
はずかしめ

辱 を
う

受けよ、
なんじら

爾等
くさ

草の
ひ

火に
お

於けるが
ごと

如く
か

枯らされんとすればなり。    

光榮、今も 
せいしん

聖神にて
およそ

凡の
たましい

靈 は
い

活かされ、
きよき

清淨を
もっ

以て
いよいよ

愈
のぼ

上り、
さんい

三位の
いったい

一體にて
おうみつ

奥密にて
てら

照さる。 

   今も、同上。 ●以下 省略  

 

提綱、第４調 

しゅ

主よ、
お

起きて
われら

我等を
たす

佑けよ、
なんじ

爾の
あわれみ

憐 に
よ

因りて
われら

我等を
すく

救ひ
たま

給へ。 

 

句、「神よ我等は己の耳にて聞けり」 

 

→通常部分 P17 

【福音の読み】 

【福音後のスティヒラ】「ハリストスの復活を見て」 

輔祭 「神よ爾の大いなる憐れみによって」「主憐れめよ」12 回 

  

 Zm ４調  
主よ、起きて

   
我等を た


す


け

 
よ、


  

爾の憐れみによって

   
我等を憐

 
れ


みた

 
ま


え。





7 
 

４調 カノン イルモス簡単バージョン 

 
主日のカノン、第４調<第 1のカノン(復活)のみ、第 2（十字架復活）、第 3(生神女)は省略> 
第一歌頌 

イルモス、
いにしえ

古 のイズライリは
あし

足を
ぬ

濡らさずして
うみ

海の
くれない

紅 の
ふち

淵を
わた

渡り、
の

野に
おい

於てモイセイの
じゅうじかた

十字形の
て

手に

てアマリクの
ちから

力に
か

勝てり。 

 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

しゅさい

主宰よ、
なんじ

爾は
しじょう

至淨なる
じゅうじか

十字架の
き

木に
あ

上げられて、
われら

我等の
だらく

堕落を
あらた

改め、
き

木に
よ

縁る
ざんがい

殘害の
きず

傷を
いや

醫し
たま

給へり、

なんじ

爾は
じんじ

仁慈
ぜんのう

全能の
しゅ

主なればなり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

かたど

像り
がた

難きハリストスよ、
なんじ

爾は
からだ

體にて
はか

墓に
あ

在り、
たましい

靈 にて
かみ

神として
じごく

地獄に
あ

在り、
とうぞく

盗賊と
とも

偕に
らくえん

樂園に
あ

在り、

ちち

父
およ

及び
せいしん

聖神と
とも

偕に
ほうざ

寶座に
あ

在りて、
いっさい

一切を
み

滿て
たま

給へり。 

   「光栄」「今も」 生神女讚詞 

なんじ

爾は
たね

種なく
ちち

父の
むね

旨を
もっ

以て
しんせい

神聖なる
しん

神に
よ

由りて
こ

子を
はら

孕み、
み

身にて
う

生み
たま

給へり、
こ

是れ
ちち

父より
はは

母なくして、
われら

我等

の
ため

爲に
なんじ

爾より
ちち

父なくして
うま

生れ
たま

給ひし
しゅ

主なり。 

   ＜十字架復活のカノン、生神女のカノンは省略＞ 

    

 

 

 

 

 第１歌頌 ①

いにしえの イ


ズ


ラィリ


は

  ②
あ


足

し

を 濡ら

 
さ ず


し


て


 ① 

海の紅の
くれない

淵
ふち


を


わ


た


り

 
野


に お いて モイ


セ


イ


の


  ① 

十字形


の


手


に


て

  ③
アマリクの


ち


か

 
らに


勝


て


り
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    第三歌頌 

イルモス、ハリストスよ、
なんじ

爾の
きょうかい

教會は
なんじ

爾の
ため

爲に
たの

樂しみて
よ

呼ぶ、
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
わ

我が
ちから

能力と
かくれが

避所と
かため

堡障なり。（楽

譜は次ページ） 

 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

せいめい

生命の
き

樹、
しんれい

神靈の
まこと

眞の
ぶどう

葡萄は
じゅうじか

十字架に
かか

懸りて、
しゅうじん

衆人に
ふきゅう

不朽を
なが

流し
たま

給ふ。 

しだい

至大
しげん

至嚴にして
じごく

地獄の
ごうまん

傲慢を
たお

倒しし
しゅ

主は
ふきゅう

不朽の
かみ

神として
いま

今
にくたい

肉體を
もっ

以て
ふっかつ

復活し
たま

給へり。 

   「光栄」「今も」 生神女讚詞 

かみ

神の
はは

母よ、
なんじ

爾は
ひとり

獨
ち

地に
お

居る
もの

者の
ため

爲に
せい

性に
こ

超ゆる
しょふく

諸福の
ちゅうほうしゃ

中保者と
な

爲れり、
ゆえ

故に
われら

我等
なんじ

爾に
よろこ

慶べよを
ささ

捧ぐ。 

  

【小連祷】 ＜●セダレンは省略＞ 

 

    第四歌頌 

イルモス、
きょうかい

教會は
なんじ

爾
ぎ

義の
ひ

日が
じゅうじか

十字架に
あ

擧げられしを
み

見て、
なら

竝び
た

立ちて
ただ

正しく
よ

呼べり、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の

ちから

力に
き

歸す。 

 

  第４歌頌　①

教


か


い


は

 ②
なん


じ


義


の


日


が

  ①

十

堡障

字


架


に


 

挙

 
げ


られしを


見


て

  ②

な


らび立ち て正しく呼

 
べ


り


  ③

主


よ 光栄 は なん


じ


の


ち


か


ら


に


帰


す
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附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

なんじ

爾は
じゅうじか

十字架に
のぼ

升りて、
あまん

甘じて
き

衣たる
なんじ

爾の
しじょう

至淨なる
にくたい

肉體の
くるしみ

苦 を
もっ

以て
わ

我が
くるしみ

苦 を
いや

醫し
たま

給ふ。
ゆえ

故に
われら

我等
なんじ

爾

に
よ

呼ぶ、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
ちから

力に
き

歸す。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

しゅさい

主宰よ、
し

死は
なんじ

爾の
つみ

罪なくして
いのち

生を
ほどこ

施す
み

身を
の

呑みて、
よろ

宜しきに
かな

合ひて
ころ

殺されたり。
ゆえ

故に
われら

我等
なんじ

爾に
よ

呼ぶ、

しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
ちから

力に
き

歸す。 

   「光栄」「今も」 生神女讚詞 

どうていじょ

童貞女よ、
なんじ

爾は
こんいん

婚姻に
あずか

與らずして
う

生めり、
う

生みし
のち

後にも
また

亦
どうていじょ

童貞女と
あらわ

現れ
たま

給へり。
ゆえ

故に
われら

我等
うたがい

疑 なき
しん

信を

もっ

以て
もだ

默さざる
こえ

聲にて
なんじ

爾に
よ

呼ぶ、
じょさい

女宰よ、
よろこ

慶べ。 

    

   第五歌頌 

イルモス、
わ

我が
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
ひかり

光、
しん

信じて
なんじ

爾を
あが

崇め
うた

歌ふ
もの

者を
くら

闇き
むち

無智より
ひ

引き
いだ  

出す
せい

聖なる
ひかり

光にして、
せかい

世界に
きた

來り
たま

給

へり。 

 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

しゅ

主よ、
なんじ

爾は
じれん

慈憐に
よ

由りて
ち

地に
くだ

降り、
なんじ

爾は
き

木に
あ

擧げられて
おちい

陷りし
ひと

人の
せい

性を
あ

擧げ
たま

給へり。 

ハリストスよ、
なんじ

爾は
わ

我が
つみ

罪に
よ

因る
ばつ

罰を
お

負ひ
たま

給へり、
こうおん

宏恩の
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
しんせい

神聖なる
なんじ

爾の
ふっかつ

復活を
もっ

以て
し

死の
やまい

疾

を
のぞ

除き
たま

給へり。    

「光栄」「今も」 生神女讚詞 

かみ

神の
よめ

聘女よ、
われら

我等
なんじ

爾を
てき

敵に
たい

對して
か

勝たれぬ
ぶき

武器として
たも

有つ、
われら

我等
なんじ

爾を
かため

堅固
およ

及び
わ

我が
すくい

救の
たのみ

冀望として
え

得た

り。 
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   第六歌頌 

イルモス、
あわれみ

憐に
よ

由りて
なんじ

爾の
わき

脅より
なが

流れし
ち

血にて
あくま

惡魔の
まつり

祭の
ち

血より
きよ

淨められし
きょうかい

教會は
なんじ

爾に
よ

呼ぶ、
しゅ

主よ、
ほめあげ

讚揚

の
こえ

聲を
もっ

以て
なんじ

爾を
まつ

祭らん。 

 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

なんじ

爾は
じゅうじか

十字架に
のぼ

上り、
ちから

力を
お

帯びて、
ぼうぎゃくしゃ

暴虐者と
たたか

戰ひ、
かみ

神として
これ

之を
たか

高きより
おと

墜し、
か

勝たれぬ
ちから

力を
もっ

以てア

ダムを
ふっかつ

復活せしめ
たま

給へり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

ハリストスよ、
なんじ

爾は
うるわ

美しく
かがや

輝きて
はか

墓より
ふっかつ

復活して、
なんじ

爾の
しんせい

神聖なる
ちから

力を
もっ

以て
しょてき

諸敵を
ち

散らし、
かみ

神として
しゅう

衆

を
たのしみ

樂 に
み

充て
たま

給へり。 

  「光栄」「今も」  生神女讚詞 

ああ

鳴呼
しょ

諸
きせき

奇跡に
こ

超ゆる
あらた

新なる
きせき

奇跡や、
どうていじょ

童貞女は
おっと

夫を
し

識らずして
たいない

胎内に
ばんゆう

萬有を
たも

保つ
しゅ

主を
はら

孕みて、
せま

狹からざり

き。 

 

【小連祷】 

 

【小讚詞】第四調。 

わ

我が
きゅうせいしゅ

救世主
およ

及び
しょくざいしゅ

贖罪主は
かみ

神として
ち

地に
うま

生れし
もの

者を
かせ

桎梏より
と

釋きて、
はか

墓より
ふっかつ

復活せしめ、
じごく

地獄の
もん

門を
やぶ

破り

て、
しゅさい

主宰として
みっかめ

三日目に
ふっかつ

復活し
たま

給へり。 

 

   ＜●同讚詞 省略＞ 

    

 

 

 第６歌頌　①
憐れ み


に


よ


り


て

  ② 
爾の脇より 流れし

 
血


に


て


  ① 

悪魔の 祭の

 
血 よ

 
り


浄め られし


教


か


い


は


  ②

なん


じ


に

 
呼


-ぶ

  ③
主よ、讃め揚げの声を以て


なん

 
じを

 
まつ

祭


らん
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第七歌頌 

イルモス、アウラアムの
しょうしゃ

少者はペルシヤの
いろり

爐に
あ

在りて、
ほのお

焰よりも
つよ

強く
けいけん

敬虔の
あい

愛に
や

爇かれて
よ

呼べり、
しゅ

主よ
なんじ

爾

が
こうえい

光榮の
でん

殿に
おい

於て
なんじ

爾は
あが

崇め
ほ

讚めらる。 

 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

ハリストスの
しんせい

神聖なる
ち

血を
もっ

以て
あら

洗はれて
ふきゅう

不朽に
め

召されたる
じんるい

人類は
かんしゃ

感謝して
うた

歌ふ、
しゅ

主よ、
なんじ

爾が
こうえい

光榮の
でん

殿に

おい

於て
なんじ

爾は
あが

崇め
ほ

讚めらる。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

ハリストスよ、
われら

我等の
ふっかつ

復活の
みなもと

源 たる
なんじ

爾の
はか

墓は、
いのち

生命を
ほどこ

施す
もの

者、
じどう

地堂より
うるわ

美しき
もの

者、
じつ

實に
およそ

凡の
おう

王の
みや

宮

よりも
ひか

光れる
もの

者として
あらわ

現れたり。 

   「光栄」「今も」 生神女讚詞 

しじょうしゃ

至上者の
せい

聖にせられたる
しんみょう

神妙の
すまい

居處よ、
よろこ

慶べ、
けだし

蓋
しょうしんじょ

生神女よ、
なんじ

爾に
よ

縁りて
よろこび

欣喜は
か

斯く
よ

呼ぶ
もの

者に
たま

賜はり

たり、
いた

至りて
むてん

無玷なる
じょさい

女宰よ、
なんじ

爾は
おんな

女の
うち

中に
しゅくふく

祝福せられたり。 

 

 

 第八歌頌 

イルモス、ダニイルは
しし

獅子
あな

穴に
あ

在りて
て

手を
の

伸べて、
しし

獅子の
くち

口を
とざ

閉し、
けいけん

敬虔の
あつ

篤き
しょうしゃ

少者は
とく

徳を
お

帯び、
ひ

火の
ちから

力

を
け

滅して
よ

呼べり、
しゅ

主の
ことごと

悉くの
ぞうぶつ

造物は
しゅ

主を
あが

崇め
ほ

讚めよ。 

 

 第７歌頌　①

ア


ウ

 
ラア


ム


の 少


者


は

  
ペルシャの

いろり

炉に

 
あり


て


 

焔


ほのお

より


も

 
つ


よ


く

 
けいけん

敬虔の愛に
や
焼かれて

 
呼


べ


り


  ① 

主よ、爾が光栄


の


殿
でん


にお


い


て

 
なん


じ


は


あ


が


め

 
讃


め ら


る

 

 第８歌頌　①

ダ


ニイルは


獅子

しし

 ② 
あな

穴


に


あ


り


て

 
獅
しし

子の くち を


閉


ざ


し


  ①

けいけん

 
あつ


敬虔の篤き少者は

 
しょうしゃ

  
とく

徳


を帯 び

②

火の力を消 して


呼


べ


り
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附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

しゅさい

主宰よ、
なんじ

爾は
じゅうじか

十字架に
て

手を
の

伸べて
ばんみん

萬民を
あつ

集め、
なんじ

爾を
さんしょう

讚頌する
ゆいいち

惟一の
きょうかい

教會を
あらわ

顯して、
ざいち

在地
ざいてん

在天に
どうしん

同心に

うた

歌はしむ、
しゅ

主の
ことごと

悉 くの
ぞうぶつ

造物は
しゅ

主を
あが

崇め、
かれ

彼を
うた

歌ひて
よよ

世世に
ほ

讚め
あ

揚げよ。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

はくい

白衣にして
ふっかつ

復活の
ちか

近づき
がた

難き
ひかり

光に
かがや

輝ける
てんし

天使は
おんなたち

女等に
あらわ

現れて
よ

呼べり、
なん

何ぞ
い

生ける
もの

者を
ししゃ

死者の
ごと

如く
はか

墓に

たず

尋ぬる、ハリストスは
じつ

實に
お

興きたり、
われら

我等
かれ

彼に
よ

呼ばん、
ことごと

悉 くの
ぞうぶつ

造物は
しゅ

主を
うた

歌ひて
ばんせい

萬世に
ほ

讚め
あ

揚げよ。 

   「父と子と聖神の一なる神を讃め揚げん、今も・・・」 生神女讚詞 

しじょう

至淨なる
どうていじょ

童貞女よ、
なんじ

爾は
ひとり

獨
ばんぞく

萬族の
うち

中に
かみ

神の
はは

母と
あらわ

現れたり、
じゅんけつ

純潔なる
もの

者よ、
なんじ

爾は
しんせい

神性の
すまい

居處と
な

爲りて、

ちか

近づき
がた

難き
ひかり

光の
ひ

火に
や

焚かれざりき。
ゆえ

故に
かみ

神の
よめ

聘女マリヤよ、
われら

我等
みな

皆
なんじ

爾を
あが

崇め
ほ

讚む。 

【生神女の歌】 

 

以下同様に 

第２句 その婢の卑しきを顧み給へり、今より萬世我を福なりと言はん、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第３句 権能
ちから

を持ち給へるものは、我が為に大なる事を為せり、其の名は聖なり、其の憐れみは世世彼

  ①
けいけん

 
あつ


敬虔の篤き少者は

 
しょうしゃ

  
とく

徳


を帯 び

②

火の力を消 して


呼


べ


り


  

主の悉くの
ことごと

 
造ぶ


つ


は


主


を


あ


が


め


讃


め


よ
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を畏るる者に臨まん 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第４句 其の肘の力を表して、心の驕れるものを散らし給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第５句  権ある者を位より斥け、卑しき者を上げ、飢うる者を善に飽かせ、富める者をむなしく帰らせ

給へり。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第６句  其の僕、イズライリを納れて、我が先祖に告げしが如く、アウラアムと其の裔を世世に憐れむ

事を記憶し給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

 

    第九歌頌 

イルモス、
どうていじょ

童貞女よ、
て

手にて
き

斫られざる
すみいし

隅石ハリストスは、
なんじ

爾
き

斫られざる
やま

山より
き

斫り
わ

分けられて、
はな

離れたる
せい

性

を
あわ

合せ
たま

給へり。
ゆえ

故に
われら

我等
たの

樂しみて、
なんじ

爾
しょうしんじょ

生神女を
あが

崇め
うた

歌ふ。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

わ

我が
かみ

神よ、
なんじ

爾は
まった

全き
しんせい

神性を
もっ

以て
こんこう

混淆せざる
ごういつ

合一に
おい

於て
まった

全き
われ

我を
う

受けて、
おお

多くの
じれん

慈憐に
よ

由りて
み

身にて

じゅうじか

十字架に
しの

忍びたる
なんじ

爾の
くるしみ

苦 を
もっ

以て
まった

全き
われ

我に
すくい

救を
たま

賜へり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

なんじ

爾の
もんと

門徒は
なんじ

爾の
はか

墓の
ひら

啓かれ、
なんじ

爾の
ふっかつ

復活に
よ

由りて
かみ

神の
み

身を
つつ

裹みし
ぬの

布の
むな

空しくなりたるを
み

見て、
てんし

天使と
とも

偕に

よ

呼べり、
しゅ

主は
じつ

實に
お

興き
たま

給へり。 

「光栄」「今も」  

   聖三者讚詞 

 第９歌頌　①
童


貞


女

 
よ、

 ②

き

手にて斫られざる隅石
すみいし

ハリス


ト

 
-ス は


  ① 

爾
き

斫られざる

 
山より


斫


き


り


分け

 
られ


て


  ② 

はな

離れ たる性
せい

を 合わせ た


ま

 
え


り ゆ


え


に


わ


れ


ら


  ①

た


楽

の


し


み


て

  
なん


じ


生


- 神


女

 
を

 
あがめ

崇め


う


た


う
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われら

我等
しゅう

衆
しんじゃ

信者は
しんせい

神性の
ゆいいつ

惟一にして
さんい

三位なる
かみ

神に
ふくはい

伏拜して、
こんこう

混淆せざる
くらい

位に
おい

於て
どうのう

同能
どうそん

同尊なる
ちち

父、
こ

子、
せいしん

聖神

を
とうと

尊みて、
あが

崇め
ほ

讚む。 

 
→通常部分へ戻る P27 

【小連祷】 

「主我等の神は聖なり」 

●【差遣詞】省略 

 

４調【讃揚歌とスティヒラ】 

 

 

→通常部分 P30 に戻る 【大詠頌】を歌う 

【定規のトロパリ】 

【重連祷、増連祷】 早課の終わり。発放詞。 

 

一時課 
＜一時課の変更箇所は、トロパリ、コンダクのみ＞ 


